
第３学年 理科学習指導案 
日 時 ： 平成 29年 10 月５日（木）５校時目 
場 所 ： 伊万里市立伊万里中学校 第３理科室 
学 級 ： ３年５組 (男子 18名 女子 18 名) 

指導者 ： 教諭 前田 友和 

１ 単元名 「化学変化とイオン」  ３章 酸・アルカリとイオン 

 

２ 単元の目標 

化学変化についての実験・観察を通して，水溶液の電気伝導性や中和反応について理解させるとと

もに，これらの事物・現象をイオンのモデルと関連付ける見方や考え方を養う。 
 

３ 単元の評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 
知識・理解 

① 酸性とアルカリ性

の水溶液に関する事

物・事象に進んで関

わり，それらを科学

的に探究しようとす

る。 
② 中和と塩に関する

事物・現象に進んで

関わり，それらを科

学的に探究しようと

する。 

① 実験の結果から，酸性

とアルカリ性の水溶液に

は，それぞれ共通する性

質があることをまとめ，

表現している。 
② 実験の結果から酸とア

ルカリの性質が，それぞ

れ水素イオンと水酸化物

イオンによることについ

て，自らの考えを導いた

りまとめたりして，表現

している。 

① 水溶液が酸性かアルカリ

性かを科学的に調べる実験

の基本操作を習得するとと

もに，結果の記録や整理の仕

方を身に付けている。 
② 水素イオンと水酸化物イ

オンを科学的に調べる実験

の基本操作を習得するとと

もに，実験の計画的な実施，

結果の記録や整理の仕方を

身に付けている。 

① 酸性とアルカリ性の水溶

液のそれぞれの特徴を理解

し，指示薬の色の変化や 
 ｐＨの指数などの知識を身

に付けている。 
② 中和反応によって水と塩

ができることを理解し，知

識を身に付けている。 

 
４ 本単元の指導と評価の計画（全７時間 本時３／７） 【 】内は評価 

時 生徒の学習活動 指導上の留意点 
 
２ 
 

酸性とアルカリ性の水溶液の特徴を調べる。 

【関心①】【思考①】【技能①】【知識①】 

酸性とアルカリ性・中性の水溶液それぞれに

共通する性質を，実験結果から見いださせ

る。 
１ 
本時 

 

酸性を示すものの正体を調べる。 
【思考②】【技能②】 

電離式から酸に共通するイオンを考え，実験

により検証させる。 

 
１ 
 

アルカリ性を示すものの正体を調べる。 
【思考②】【技能②】 

電離式からアルカリに共通するイオンを考

え，実験により検証させる。 

 
１ 
 

酸・アルカリ性の強さの指数を調べる。 
【知識①】 

身の回りにある物質のｐＨや指示薬の色の

変化をまとめさせる。 

 
２ 

酸とアルカリの水溶液を混ぜた液の性質を

調べる。 
【関心②】【知識②】 

酸とアルカリを混ぜるとそれぞれの性質が

打ち消しあうことを知り，水と塩ができるこ

とを見いださせる。 
 
５ 本時の学習 

（1）学習目標  
酸の正体が水素イオンであることを見いだすことができる。 



（2） 展開  
過 
程 生徒の学習活動や主な反応（・） 教師のはたらきかけ（○）と評価（   ） 

導 
入 

１ 酸性の電離式を考える。 
例  

ＨＣｌ→Ｈ＋＋Ｃｌ－ 
Ｈ２ＳＯ４→２Ｈ＋＋ＳＯ４

２－ 
 
２ それぞれの電離式を比較し，考えたこと

を交流し，問題を解決するキーワードを見

付け出す。 
・どの酸にも，水素イオンがある。 
・酸・アルカリの性質に関係するイオンが

ある。 
キーワード 
 酸 水素イオン  
  
  
３ 学習問題をつくる。 
 
 
 

○いくつかの物質を提示する。 
塩酸(ＨＣｌ)・硫酸(Ｈ２ＳＯ４) 
 
 
 

○ワークシートを配布し，自分の考えを先に記入させる。 
 
 
○他の生徒と交流させる中で，本時の学習の核となるキーワ

ードを導き出させる。 
 
 
 
 
 
○キーワードを基に学習問題を立てさせる。 

展 
開 

４ 実験計画を立てる。 
・酸はリトマス紙の色を変えるよね。 
・電圧をかけると陽イオンは陰極に移動す

るかな。 
 

５ 実験を行う。 
 

・電圧をかけたら点が移動したぞ。 
・塩酸は，陰極（－極）に移動した。 

 
 
 
 
６ 結果を交流し，考察を行う 

・塩酸は陰極（－極）に移動したから酸の

正体は陽イオンだな。 
 

○酸の性質を考えさせる。 
○イオンが電圧をかけるとどのように移動するか考えさせ

る。 
 
 
○実験の方法を説明する。 

食塩水を染み込ませたろ紙の上にリトマス紙を置き，中央

に塩酸を付けて電圧を加えるとどうなるか。 
○実験の様子を見守り，操作が分からないグループに支援を

行う。 
○観察の視点が定まっていないグループには，適宜指導を行

う。 
 
○実験結果からどのようなことが言えるかを表現させる。 

ま 
と 
め 

７ 本時の学習をまとめる 
・酸の正体は，水素イオンである。 

 
 
 
 
 
８ 次時の内容を聞く 
・アルカリ性はどうだろうか。 

○生徒の考察をもとに，学習問題の答えとなるような形でま

とめる。また，モデルで考えさせる。 
 
 
 
 
 
○アルカリ性の正体は何イオンなのか考えさせる。 

 

酸の性質を示すイオンは，何だろうか。 

【科学的な思考・表現】 
酸の正体が水素イオンであることを見いだすことがで

きる。 〔ワークシート〕 



（3） 本時の評価 

評価規準 酸の正体は水素イオンであることを見いだし，説明することができる。 
生徒の様子 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

電気泳動の原理をイオンのモデ

ルを使って説明することができ

る。 

酸の正体が水素イオンで，アル

カリの正体が水酸化物イオン

であることを実験の結果から

説明することができる。 

 
（Ｂに達しない生徒） 

支援  電離の様子を考えて，それぞれ

のイオンがどちらに移動した

かを考えさせる。 

実験で移動した点がどちらだ

ったかを振り返らせて，何イ

オンが関係しているか気付か

せる。 
 


